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1，はじめ に

　 ヒ トの色知覚の発達は知覚発達研究の 中で も、重要

な テ
ー

マ の 1つ で ある 。 乳児の色 知覚 に関す る研究 が

進 むに つ れ、乳 児 の 視 覚系 は未 発達 と い えども 、色知

覚の 発達は意外に早い こ とが知 られてきた 。 乳児が い

つ ごろ か ら、色 をどの くらい区別で きる よ うにな るの

か につ い て 、あ る程度 解明 され て ぎ て い る 。色知覚が

成人並み に発達するのは児童期以降で あるが、幼児期

の比較的早い段階か ら成人と似た色 知覚が機能 し始め

るこ とが明らか にされた。本稿で は乳児の視覚系の発

達 か ら紹介 し、明 るさ弁別 と色弁 別の発 達、色 の対比

と同化、そして色恒常性の 獲得に つ い て解説する 。

2．乳児期における視覚系の発達

　 新生児 の 網膜にお い て も錐体の 存在が確認さ れ て い

る （Abramov 　et　ai ．，1982 ）が、中心窩付近の錐体の

形 態 と長 さは成 人 と異 な り、錐 体の 密度も成 人 よ りも

低い （Yuodelis ＆ Hendrickson，1986 ）こ とがわか

っ て い る 。 また、光子を吸収する能力も成人 と比べ て

はるか に低 い （Banks ＆ Bennett ，1988 ；Banks ＆

Shannon ，1993 ）。こ の錐体の未熟は、新生児の色

知覚が成人 に比べ て 弱い こ との 原因の 1つ と考え られ

る 。

　 網膜の 視細胞が光エ ネルギーを電気信号 に変換 し、

そ の 信号が外側膝状体に伝達さ れ る 。新生児の 外側膝

状体は 視細胞と同様に未熟であるが 、6 ヶ月に な る と、

ほ ぼ成 人と同 じサイ ズに発達する （Garey，1984 ；de

Courten ＆ Garey ，1982 ；H 「ckey 、1977 ）。さ らに

新生 児の外側 膝状 体 において も、層構 造が確 認され て
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い る。こ れは、輝度情報を伝達する M 細胞 （大細胞）と

色情報を伝達する P細胞 （小細胞）がヒ トの視覚が始ま

っ た 1まか D の乳児 の段階で 、すでに分化 して いる こ と

を意味 して い る。

　 外倶1」膝状体の 細胞の軸索は大脳皮質 に到達 し、V1

（第
一

次 視覚 野）の 細胞の シナ プ ス と結合す る。解剖

学の 研 究か ら、網膜や 外側膝状体と 同様 に、乳児 の

皮質回 路も未熟 であ る こと が示 され て い る （Cone1 ，

1939 ）。乳児の Vl と視 床に お い て 生後 か らシ ナ プ

スの数が急増するが、その 後数は減 り、 1歳 ぐらいで

成 人 の レ ベ ル に 落ち る （Garey ，］984 ）こ とが 知 ら

れて い る 。 ポジ トロ ン 断層 法 （positron 　emi ＄sion

tQmography 、PET ）を用 いた研究で は 〔Chugani ＆

Phelps，1986 ）、乳 児が生まれ てか ら 1才の間に、視

床と Vl の 活動の 差が著 し い こ と が分か て い る 。視床

と比 べ ると新生児の視覚野 の活動は低 く、 1才まで に

徐々 に活性化 する こ とが明 らかにさ れ て い る。色情報

の 処 理 と関連 す る V4 （第四 次視 覚野）の 発達 は検討さ

れて い ない が、Chugani ＆ Phe ］ps （1986 ）の結果

か ら考 え る と、生 まれ て まも な い V4 は未熟 で 、生 後

一
年の 間に次第に発達 する と考え られる。

3 ．色知覚の 発達

　 色知覚を研究す る 際に 注意 しなけれ ばならな い こ と

が あ る 。そ れ は 実験刺激に 混 入 した 輝度ア ーテ ィ フ ァ

ク トを除外する こ と で ある 。 人に よ っ て 異 なる色相の

等輝度光に対 し、異 なる輝度の知覚が生 じる可能性が

あ る。した が っ て 、被験者 ごと に波長 の異なる 2 つ の

光の等 輝度 点を淇1」定 する必 要が ある 。 こ う した手 続 き
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を経ない 限り、被験者が刺激を弁別 したとして も、色

情報に基づ い て 弁別 したか 、ある いは輝度情 報 に基づ

い て 弁別 したの か が不明とな り、色を弁別でき たと主

張 できない 。

　 乳 児 を 対 象 とす る 色 知 覚 実 験 で は 、最 小 運 動 法

（minimum 　 motiQn 　 method ）（Maurer ，　 Lewis ，

Cavanagh ，＆ Anstis ，1989 ；Teller ＆ Lindsey ，

1989 ）で 、刺 激の 輝度を コ ン トロ
ー

ル す る。最小運

動法で は、2色で構成さ れ る色度矩形波縞と輝度矩形

波縞 を交 互 に高速 で 1／4周期ず つ 移 行さ せ な が ら繰

り返 し提示する （図 1参照）。色度矩形波縞の 中の 1色

の輝度 の み を変化さ せ、等輝 度点を測定す る。2色 の

縞 に輝 度差 があ る場合、抽出さ れた輝 度情報に よ っ て

色度矩形波縞と輝度矩形波縞の 輝度の 高い 縞がリ ン ク
・

し、刺激パ タ
ー

ンに
一

定方向の仮現運 動が知覚される。

色度矩形波縞の 輝度比が逆転す る と、知覚さ れ る 運動

方向も逆転する 。 これに対 して 2 色の縞が等輝度の 場

合、色縞 と輝度 縞に結合はな くな り、仮現運 動は知覚

されな い 。乳児を対象 に した場合、知覚された仮現運

動 によ り視運 動 11
生眼振 （OKN ）と呼ばれる眼 球運 動 が

生 じる。OKN は目視で観 察可能 で あ り、観察された

OKN から色縞を構成 した2 つ の色の等輝度点を推定す

る ことがで きる 。 しか し最小運動 法 は、精神物理学測

定法を用 い て被験者の 等輝度点を測る 方法で あ るた め

に、試行数も膨大 で、乳児 の負担も大き く、実 験 デ
ー

タを蓄積 するための所要 時間も長 くな る。

　 乳 児 の 負担 を考慮 し、実験デ
ー

タ の 蓄積 を短縮す

る ため、成人実験で 測定さ れた 等輝度点の 平 均値を

乳児 の近 似 値 と し て 用 い、刺激の 輝度 を ：コ ン トロ
ー

ルする こともある 。 い くつ かの 研究 （Maurer 　et　aL

1989 ；Te ［Ier＆ Lindsey ，1989 ；Brown ，　Lindsey ，

McSweeney ，＆ Walters，1995 ；Chien，　 Tel［er ，＆

Palmer ，2000 ； Pereverzeva ，　 Chien，　 Palmer，＆

Teller，2002 ）で は 、乳児 の 等輝 度の 平 均値 と分散

が成人の 値と類似して い るこ とが示 されで い る 。 成人

の 等輝度 の平均 値を乳児の近似 値 と して使用 する場合

は、乳児 こ との 輝度 ア
ー

テ ィ フ ァ ク トを完全 に除外す

る ことはでき ない が、被験者数 を増やすことによ っ て

輝度ア
ー

テ ィ フ ァ ク トによる影響を最小限に収め る こ

とができる 。

3．1．比視感度

　 比視感度と は 、光を感 じる ため に必要 な各波長 の

放射量 の逆数 で あ り、視覚系 の分光 感 度であ る。行

動実験 （Maurer 　et　aL ，19891 　Teller ＆ Lindsey ，

1989 ； Brown 　 et 　 a 「．，1995 ）と 視 覚 誘 発 電 位

（visual 　evoked 　 potentials ，　VEP ）実験 （Bieber，

Volbrecht ，　Werner ．1995 ）で は、乳児の 比視感度

は早 い段 階 か ら発 達する こ とが わか っ てい る。1 − 3

ヶ 月児が成 人と同じ形の 比視 感度 関数をも っ て い る

こ とも示 さ れて いる。しか し、ウ ェ
ーバー比 （相 対弁

別 閾）が 成人よ りも 大 き い と い う特黴 が あ る 。 こ れ

は 、2 つ の 色領域の 輝度 差が小さ い と き、乳児が輝度

の差分 を弁別 するの は難 しい ことを意味 して いる。最

近 の 研究で 、1ヶ 月 児 は、成人に近い 分光感 度を も つ

L、M 、　 S 錐体がす で に 発達 し て い る こ とも わ か っ て い

る （Knobiauch，　 Bieber ＆ Wener ，1998 ；Bieber，

Knoblauch ＆ Wener ，1998 ）。

色縞

↓

輝度縞

↓

色縞

↓

輝度縞

図 1　 最 小運 動 法 の 実 験 の 概 要 ：赤 緑 の 2色 の 色 度 矩 形 波 縞

　　 と黄の 輝度矩形波縞を交互に提示す る

［＝ ．

3．2．色弁別

　 刺激を厳密に コ ン トロ
ー

ル した場合、新生児 と 1ヶ

月児の 色弁別能力は弱い 、も しくは全くない と い うこ

とが行動実験 （Hamer 　et　al ．，1982 ；Packer 　et　al．、

1984 ；Varner 　et 　aL ，1985 ）とVEP 実験 （Morrone

et　al．，1990 ；Morrone 　et　al．．1993 ）の結果か ら得

られて い る 。

　 Banks ＆ Shannon （1993 ）は、生後 3 ヶ 月乙う に

三 色型の色知覚 になる と主張 して いる。ただ しこ れ は、

3 ヶ 月児 の色 知覚 は成人 と 同 じ三 色型 をも ち、す べ て

が成人と同様の レベ ルま で 発達 した こ とを主張するの

で は な い 。なぜ な らば、乳 児 の 色弁 別 の 実 験 で 、刺 激

の サ イズが小さけれ ば小さ い ほ ど乳児の 色弁別の 能力

が落ち る こ とが 示 され て い る （Adams 　et　ai．，1990 ；
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Hamer 　et 　a1．，1982 ）。 この結果 から、一定の色光に

関 しては 大きな領域か らの信号が 加重さ れない 限り、

乳児は色弁別閾に達 しない こ とが示 唆される。こ の事

実 か ら乳 児の色 知覚 シス テムの出力 は成人 よ り弱い と

も考えられ る。ま た、乳児に おける色弁別実験はほ と

ん ど大視野 で行わ れてお り、しか も低い 輝度の刺激を

用 いてい ることか ら、桿体 が色弁 別 に働 いで いる可能

性も残され る。

　 これ に対 し、3 ヶ 月以下 の乳児は三色型 の色弁別テ

ス トが うま く で き な いが、赤／緑チ ャ ン ネル に基 づ く

色弁別 （二 色型 の 色弁別）は で き る こ とが示 さ れて い る

（Banks＆ Shannon ，1993 ；Brown ，1990i　Teller

＆ Lindsey，｝993 ）。
　 Peep ］es ら（1975 ）が実施し

た強制選択選好注視法 （FPL 　 techn ［que ）を用 い た実

験か ら、2 ヶ月児 が 白背景 の中 にあ る赤の刺激 を選 好

する こ とがわ か っ た。こ うした弁別をもた らすために

は、少なくとも 2つ のタイプの光受容体が機能する こ

とが必 要 であ る、他 の研 究 で は、2 ヶ 月 児 が赤
・
オ レ

ン ジ ・緑 ・紫を 白か ら弁別で き たが、青 ・黄は弁別で

きなか っ た ことが示 されて い る （Peepies ＆ Teller，

1975 ；Hamer 　 et　 al．，19821　 C［avadetscher 　 et

al ．，1988 ；AIIen　et 　al ．，1993 ）。す な わ ち 、2 ヶ

月 児 は 赤 一緑 チ ャ ン ネ ル に 基づ く色 弁別 は で き る

が 、青
一
黄チ ャ ン ネル に基 づ く色弁別は発達 して い な

い こ とを意味 して い る 。 最近の 研究 （Suttle　et 　al ．，

2002 ）か ら、3−4 ヶ 月 にな らな いと青
一

黄 チ ャ ン ネ

ルに基づ く色弁別は機能 しない ことが明らかにな っ て

い る 。 こ れ らの研究か ら、赤
一
緑チ ャ ン ネルと青一黄

チ ャ ン ネル にお ける発達の違 いが示唆され る 。

3 ．3 ．時空間コ ン トラ ス ト感度の発達

　 2 ヶ 月児 の 等 色 度 刺 激 の輝 度 空 間 コ ン トラ ス ト感

度関数 （contrast ＄ensitMty 　function ，　 CSF ）は、

す で に成人の も の と 同様な帯域透過型 に な り、感度

とピ
ー

クの位置のみ 異な っ て い る （Peterzell　 et 　al ．，

1995 ；KeIIy　et　al，1997 ）。輝度の空間コ ン トラス

ト感度にお け る 発達過程を み る と、生後 6 ヶ 月まで に、

感度関数の 形は 徐々 に 高周波数 方向に シ フ トし つ つ 、

感度があが る （Pirchio　 et　aL ，1978 ）。生後6 ヶ 月こ

ろ に は 、成人と 同 じ4 −5c ／deg に達す る こ とが明 らか

にされた 。

　 等 輝度刺 激の色空 間 コ ン トラス ト感 度の発達は、輝

度の 空 問 コ ン トラ ス ト感度の 発達と類似 して い る。2

ヶ 月 児も成人 と 同 じ低域透週 型の 色空 間 コ ン トラス ト

」

をも っ てお り （Kelly　et 　al，1997 ）、2 ヶ 月以 降は感

度の上昇のみとなる 。

　 成人は、帯域通 過型 の 輝度 時 間 コ ン トラ ス ト感度

と低域透過型の 色時間コ ン トラス ト感度をも っ て いる

こ とが知られて い る （Kelly ＆ Norren ，1977 ）。 乳児

は、輝度時間 コ ン トラス ト感度 につ い て は成人 と同 じ

よ うな帯 域通過型の感 度をも っ て いる。しか し、色時

間コ ン トラ ス ト感度に つ い て は 、等輝度の位相反転す

る赤 一緑縞刺激を用 いた 選 好注視 法 に よる研 究か ら、

3 ヶ 月児 は 成人と異 な り、帯域通過 型で ある こ とが

わか っ た （Hartmann ＆ Banks 　 1992 ； Dobkins ＆

Teller，1996 ；DQbkins　et　aL ，1997 ）。こ の こ とか

ら、3 ヶ 月児における 色の 時間変調 の処理 は、成人で

色弁別に用 い られる P 細 胞系経路で はなく、むしろ M

細胞 系経路によ っ て処理 され、発達 ととも に処理が P

細胞系経路に移行することを示唆 して い る 。

4 ．乳児 におけ る色誘導

　 色は、周囲 に あ る 誘導領域の 色に よ っ て異なる 色に

知覚さ れる 。 これ は 色誘導 と呼ばれ る。色誘導 には、

対比と同化がある。 対比は誘導領域の 色との 差異が強

調 さ れ て 知覚さ れ る の に対 し、誘導領域と の 差 異 が 減

少して知覚 されるのが同化である 。

　 Chienら （Chien 　et　a1．，2003 ）は、4 ヶ 月児を対象

に明るさ同時対比を調べ た 。 実験で は、乳児はまず白

い背 景の上 に灰色 の円 を繰 り返 し学習され、学習成立

後に学習時と同 じ輝度の円 と輝度の 低い 円を 、 2 つ の

円 よ D 低い 輝度に 設定 した背景の上で対提示 した 。 背

景の 輝度 がテ ス ト円よ り低い ため、円は実際 よ りも 明

る くみ える．よ っ て 、学習時と同 じ輝度の 円は、学習

時より明るく知覚され、逆に学習時より低い 輝度の 円

は、学習 時の 円と同 じくらい明 るい と知 覚 される。も

し乳児 が成人 と同 じよ うに、明る さ対比 を知 覚す る こ

とが で きるの で あれば、学習後の テ ス トで は、学習時

よ り低い 輝度 をも つ 円を学 習 した もの と認識すると予

測された 。4 ヶ 月児 は予 測 ど お りの結果 とな り、成人

と同様に明るさ対比を知覚 する こ とがわ か っ て い る 。

　 Pereverzeva ら （Pereverzeva ＆ Teller，2009 ）

も 同 じ 4 ヶ 月児 を 対 象 に、色 同時対比 を 検 討 した。

彼 らは 2 種類の ダ イ ナ ミ ッ ク 色 同時対 比 （dynamic

simuitaneous 　color 　contrast ）パタ
ー

ン を用意 し、

乳児の色同 時対比を調 べ た 。 ダイナ ミ ッ ク色同時対比

とは、誘導領域の色度が時間的に変調する ときに、誘

導 され る領域 の色度 が固定 されて い るも のの、位相 反
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　　　　　　　　 （a ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （b）

図 2　ム ン カー錯視 ：（日）と （b）の 黄色は物理的に同 じにもかかわらず、錯視によっ て鮮やかさが違 っ て見える

転の色 変調 が知覚 さ れる錯視 現象で ある 。例え ば、誘

導領域の色 度が 赤
一
緑に変調する場合、白いテ ス ト領

域には薄い緑
一赤の変調を知覚す る錯視が起こる 。 さ

らに、テ ス ト領 域 に実 際 に適 切な緑
一

赤の色 度変 調を

加える と、均一な臼が知覚される 。 彼 らの 実験で は、

この よ うな 2種 類 のダイナ ミ ッ ク色 同時対比 パ タ
ー

ン

を乳児 に対提 示 した 。乳児 は変化 がな いパタ
ー

ン と変

化が あるパ ターン を同時に提示され ると、変化の あ る

方に 注視す る 。 も し乳児 が成人と同 じよ うに、色対比

を知覚 で き るの で あれ ば、物理 的 には均
一

な 白い領域

だが 、 知寛的 に色変調の ある方を長く注視する と予測

さ れ る 。 実験の 結果、4 ヶ 月児は成人と同 じように、

ダイナ ミ ッ ク色 同時対 比を知覚す ることがわか っ た 。

　 ム ン カ ー錯視 （図2 ）は、色の 見え 方が 色対比 よ り

も 劇的に変化する錯視現象 で あ る 。 図 2の （a ）（b）の

刺激で は、黄色の線分は物理 的に 同 じに設 定 して い る

が、図 2 （a ）の 黄色 は 赤い 線分 に 挟ま れ て い るため 、

色 の彩度 が高 くよ D 鮮やか な黄色 に見 える 。 これ に対

し、図 2 （b）の黄 色 は ピ ン クの 線 分 に挟 まれ てい るた

め、色の 彩度 が低 くよ り薄 い黄色 に見 える 。 この原 因

には、いく つ かの説 明がある 。その
一

つ に、「同化」が

ある 。つ ま り、図 2 （a ）の黄色 は挟 まれ て いる赤 色 に、

黄色 の 見か け の 彩度が引ぎず られ て い る と考えるの で

あ る 。

　 Yang ら （submitted ）は、4〜8 ヶ 月の乳児を対象

に ム ン カー錯視の 知覚の 成立 を検討 し た。乳児 は 、同

じ色相の 色に対 し、彩度が低 い 刺激よ りも、彩度が

高い 刺 激 を長 く注 視 す る こ と が知 られ て いる （e ．g 、，

Zemach ，　 Chang ，＆ Te ！ier、2007 ；Zemach 　 and

Teller．2007 ）。そ こ でYang らは、彩度の高い 色刺

激に注目す る性質を利用 し、選好注視法 を用いた実験

を行 っ た 。 実験で は 乳児に 図 1の （a ）と （b）を対提示

した。も し乳児 がム ンカ
ー錯視を知覚でき るのであ れ

ば、（a）で 主 観的に彩度が高 い黄色 が見 え るため、よ

り 長 く注視する と予 測され る 。一
方、乳児が ム ン カ

ー

錯視 を知覚 で きな いので あれ ば、2 つ の 刺激の注視率

に差が見 られない こ とが予淇1」され る。注視率を分析 し

た結果、4 〜8 ヶ月の 乳児は、主観的な黄色の 彩度が

よ り高 く見 え るム ンカ
ー

錯 視パ タ
ー

ン （a）を有意 に長

く注視 した。こ の 結果 ［ま、4〜8 ヶ 月の乳児 がム ン カ

ー錯視を知覚で き る こ とを 示唆す る も の と考え られ

る 。

5 ，色恒常性の発達

　 ヒ トの色知覚 は色対比 と同化 で示 した よ うに、周 囲

の影響を受 ける 。 さ らに生態学 的な環境下で考え ると、

照明光 変化 の効果 があろ う。目 に入 る光 は、モ ノの表

面 の反射 特性 と照 明光 の分光 分 布 （光 の波 長 ことの エ

ネル ギ
ー

分布）によ っ て 決 定 され るため 、照明光 が変

化 す る と 、目 に 入 る 光 の 分 光分布 も変化 す る 。しか し

な が ら、ヒ トは照 明光の変化に よ らす、同じ物体を
一

定 の 色 と し て 見 る こ とが で き る 。こ れ は 、照 明 の 情報
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一

を利用 し、目に入射 した 光 の 分光 分布の 変化を取 り除

き 、観察条 件によ らす物体の色 を常 に
一

定 に見る高 次

な能力が備わ っ てい るからである 。 この現象は色恒常

性 とよばれる e

　 乳児 の 色恒常性に関する 研究で は、2種類の 照明条

件下 で タ
ーゲ ッ ト色票 を提示 し、色恒常性の規 則 に

基 づ く夕一ゲ ッ トの弁別 を調 べ て いる （Dannemiller

＆ Hanko ，］987 ； Dannemille 「，1989 ）。

Dannem 「ller＆ Hanko （1987 ）は人工照明 （電球 と

蛍光灯）を使用 し、4 ヶ 月 の 乳児を対象 に色恒 常1生の 実

験を行 っ た．まず、乳児に Eヨい 背景の 上の青ある い は

紫 の夕
一ゲ ッ ト色 票を繰 り返 し見せて 学習 させる e 学

習成立後 に、テ ス トに入る。テス トで は照明 を変え て 、

夕一ゲ ッ ト色票 と新規色票 を乳児に対提示 し、弁別で

きるか を調べ た e 学習の照明と夕一ゲ ッ ト色 票との組

み合わせ は、蛍光灯 ・電球vs ．青 ・紫の 4 条件で あっ た 。

乳児 は この 4 条 件 の中で 、蛍光灯 照 明下 の青 夕
一

ゲ ッ

トと電 球照明下 の紫タ
ー

ゲ ッ トの 条件 の み、学習 した

色票と新規色票 を弁別で きた。一方で 、蛍光灯照明下

の紫夕
一ゲ ッ トと電球 照明 下の青夕

一ゲ ッ トの条件で

は、乳 児 は弁別 に失 敗 した。そ の 理 由 は、こ の 2 つ の

条件で は、学習されたターゲ ッ ト色票の テス トでの照

明下 の 色度 は 、新規 色票 の色度 と比 べ 、学習 時 の タ
ー

ゲ ッ ト色票の色度に近いため に区別 しに くい こ とが あ

げかれる 。 すな わち、乳児は色差の違い に基づ い て 判

別を行 っ ていた とも考え られ る。そ して 、弁別が で ぎ

た他の 2 つ の条件で も、色
Fl

亘常性の 規則に基 づ くタ ー

ゲ ッ トの 弁別ではな く、色差の 違い によ っ て弁別 して

いた可能性が残 され て い る。

　 Dannem 川 er （1　989 ）は ヒニトの 視覚シ ス テ ムが太

陽光 の下 に進 化 した こ とか ら、太 陽光下 での乳児 の色

恒常性 能力が 人工照 明よ り優れ て いる と推測 し、モ ニ

タ上 に太 陽光 の 変化を シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン して 2 ヶ 月児

と 5 ヶ 月 児の 色恒 常性を検討 し た 。 実験の パ ラ ダイ ム

は DamemiUer ＆ Hanko （1987 ）と同様 である 。実

験の結果 5 ヶ月児のみ どの 条件で も 、色恒常性の規則

に 基 づ い て タ
ー

ゲ ッ ト弁別で き た こ と か ら、5 ヶ 月 の

乳児は 基本的な色恒 常性を獲得 し て い る と考え られ

る 。

　 色 の 恒常性 が成立 する た め の 主な メ 力 ニ ズ ム と

して、視 覚 の 順 応と 同 時対 比 が挙 げ られて いる 。 明

る さ の 順 応 が乳 児の 早 い 段 階で （3 ヶ 月 あ る い は も

っ と早 く）、す で に発 達 して い る こと が わ か っ て い

る （Dannemillet 　 1985 ； Dannemi ］］er ＆ Banks ，

一

］983 ）。 さ らに、色 の順応が3 ヶ 月児の 色弁別感度

を 影響す る と示 した研究 もい く つ か あ る （Brown ＆

Teller，1989 ； Pulos　 et　al．，1980 ）。 さ らに、4 ヶ

月の 乳児 も色の 同時対比 が機能 して い る こ とが明らか

にされ て い る （Pereverzeva ＆ Teller，2009 ）。こ れ

らの研 究か ら示 され た色順応と色対比の 発達時期 は、

Dannemiller （1989 ）が発見 した乳児 にお ける色恒 常

性の獲得時期と一致 して い る 。

6．まとめ

　本稿で は乳児の色知覚の 発達に つ い て解説 した。一

連 の研 究 で 、 1ヶ 月 児 は あ る 程 度 の 色 弁 別 能 力 を も

ち、4 ヶ 月児 で 色誘導が 生起 ずる こ とが明 らか にな っ

て いる 。 そ して、5 ヶ 月児 にな る と照明 光が変化 して

も物体か ら安定 した色を知覚す る こ とができ るよ うに

なる 。 こ れ ら の 結果か ら、発達早期の乳児は すで に成

人 と似 た色 知覚 を も っ て いる と示 唆 され る 。 しか し、

乳児 の 色知覚の感度は成 人の レベル にまだ達 して いな

い 。たとえば、乳児は大きな領域の 色弁別 しか で きな

い結 果 もあ る 。 こ れ らの ことか ら、ある種の 「質的」

な色 知覚 が生後 4 −5 ヶ 月 まで に完成 し、後 に 「量 的」な

発達に移行すると考えられる 。
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